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この後，ク、、ルカゴンO.Olmg/kgを末梢ルートより約10秒間で静注した。グルカゴン投与 5 分後から 10分後までの 5 分
間の酸素消費量の平均値を負荷値とした。グルカゴン負荷による酸素消費の増加量(ムV02) と各種の肝機能検査，
糖負荷試験，肝臓の病理学的所見および血中 cyclic AMP の変化との相関性を検討した。ムV02 は ICG 15分値， GOT 
306 -
とは宿意の負の相関を，へパプラスチンテスト，コリンエステラーゼとは有意の正の相関を認めた。 ALP ， LAP など
の肝道系酵素とは相関を認めなかった。糖負荷試験 (75g0GTT) で Linear pa t tern を示すものでは，正常や parabolic
pattern を示すものに比してムV02 が有意に低い値を示した。術中肝生検で得られた肝組織の病理学的所見による差
を見ると，正常肝に比しで慢性肝炎や肝硬変のあるもので，ムV02 は有意に低い値を示した。また，血中 cyclic AM 
P とム:V02 との関係を見ると，グルカゴン負荷10分後までの cyclic AMP の積分値はムサ02 と有意の相関性を示した。
【総括】
グ jレカゴン負荷後早期の全身の酸素消費量増加が肝臓での酸素消費量増加と相関し， これが呼気ガス分析法で測定
可能であることを動物実験で示した。さらに臨床例において，グルカゴン負荷呼気ガス分析法で測定した全身の酸素
消費量増加が他の肝機能評価法で判定した肝機能と相関することを明らかにした。これらの結果から，グルカゴン負
荷呼気ガス分析法は簡便で無侵襲的な新しい肝機能評価法と考えられた。
論文審査の結果の要旨
本研究は，グルカゴン負荷により肝臓で増加する酸素消費量が呼気ガス分析法を用いることによって体外から非観
血的に測定できることを動物実験で明らかにした。さらに 臨床例においてグルカゴン負荷後に増加する酸素消費量
を呼気ガス分析法で測定し この酸素消費量測定が肝機能評価法として有用であることを明らかにした。この方法は
簡便で再現性の高い新しい肝機能評価法で，その臨床的意義は大きく，学位に値する業績と考える O
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